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百万円未満切捨て

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年中間期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

中間純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年３月期中間期 35,631 3.7 3,994 6.8 4,010 △0.7 2,961 12.7

2024年３月期中間期 34,367 15.5 3,740 112.5 4,038 95.5 2,628 113.4

（注）包括利益 2025年３月期中間期 3,662百万円（△13.2％） 2024年３月期中間期 4,218百万円（191.8％）

１株当たり
中間純利益

潜在株式調整後
１株当たり
中間純利益

円 銭 円 銭

2025年３月期中間期 155.01 －

2024年３月期中間期 137.94 －

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2025年３月期中間期 76,167 43,817 56.5

2024年３月期 72,368 40,582 54.9

（参考）自己資本 2025年３月期中間期 43,049百万円 2024年３月期 39,766百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年３月期 － 18.00 － 22.00 40.00

2025年３月期 － 24.00

2025年３月期（予想） － 22.00 46.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 70,700 4.1 7,750 8.4 7,600 2.8 5,500 1.7 283.02

１．2025年３月期第２四半期（中間期）の連結業績（2024年４月１日～2024年９月30日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：有

配当予想の修正については、本日（2024年11月13日）公表いたしました「2025年３月期 第２四半期（中間期）連結会計
期間の業績予想値と実績値の差異及び剰余金の配当（中間配当・増配）に関するお知らせ」をご覧ください。

３．2025年３月期の連結業績予想（2024年４月１日～2025年３月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2025年３月期中間期 19,432,984株 2024年３月期 19,432,984株

②  期末自己株式数 2025年３月期中間期 329,830株 2024年３月期 329,682株

③  期中平均株式数（中間期） 2025年３月期中間期 19,103,219株 2024年３月期中間期 19,052,255株

※  注記事項

（１）当中間期における連結範囲の重要な変更：無

新規  －社  （社名）、除外  －社  （社名）

（２）中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更      ：無

②  ①以外の会計方針の変更                    ：無

③  会計上の見積りの変更                      ：無

④  修正再表示                                ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

（注）期末自己株式数には、株式報酬制度の信託財産として三井住友信託銀行株式会社が保有する当社株式（2025
年３月期中間期　130,700株、2024年３月期　100,700株）が含まれております。また、株式報酬制度の信託財産と
して三井住友信託銀行株式会社が保有する当社株式を、期中平均株式数の計算において控除する自己株式に含めて
おります（2025年３月期中間期　105,618株、2024年３月期中間期　151,867株）。

※  第２四半期（中間期）決算短信は公認会計士又は監査法人のレビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は

様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用に当たっての注意

事項等については、添付資料３ページ「連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当中間決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当中間連結会計期間における世界経済は、緩やかな回復基調で推移しましたが、ウクライナ危機の長期化、中東
情勢の緊迫化などにより、先行き不透明感の強い状況が続きました。

米国においては、高金利、物価高等の影響を受けて、設備投資需要の停滞が続いており、欧州においては、全体
として経済活動は回復基調であるものの、製造業は低調に推移いたしました。中国においては、内需を中心に景気
が低迷しております。

わが国においては、設備投資が堅調に推移し、緩やかな回復基調となりました。
当社グループの当中間連結会計期間の業績は、設備投資の増強等が生産能力の増加につながり、前年同中間期に

対して売上高が増加いたしました。
国内においては、前年同中間期において好調であった空調管材業界向の圧力計及び圧力センサの売上が減少した

ものの、産業機械業界向、空圧業界向及び半導体業界向の圧力計が増加いたしました。また、建設機械搭載用圧力
センサの売上は増加したものの、自動車搭載用圧力センサの売上が減少いたしました。米国子会社においては、主
力の産業機械関連製品を中心に圧力計の売上が増加いたしました。自動車業界を主な取引先とするダイカスト製品
の売上は減少いたしました。

これにより、売上高は356億31百万円（前年同中間期比3.7％増）となりました。損益面につきましては、営業利
益は39億94百万円（前年同中間期比6.8％増）となり、受取配当金の減少及び持分法による投資利益の減少、為替
差損の計上等により、経常利益は40億10百万円（前年同中間期比0.7％減）となりました。事業分離による移転利
益３億５百万円の計上等により、親会社株主に帰属する中間純利益は29億61百万円（前年同中間期比12.7％増）と
なりました。

　セグメント別の経営成績は、次のとおりであります。

圧力計事業

　圧力計事業では、国内においては、空調・管材業界向けの売上が減少したものの、プロセス業界において保守・
メンテナンス需要が増加したことにより、売上が増加いたしました。また、空圧機器業界向、半導体業界向の売上
が増加いたしました。米国子会社においては、産業機械業界向の売上が増加いたしました。
　この結果、圧力計事業の売上高は191億62百万円（前年同中間期比12.1％増）となり、営業利益は16億42百万円
（前年同中間期比56.6％増）となりました。

圧力センサ事業

　圧力センサ事業では、国内においては、前年同期において低調であった建設機械搭載用圧力センサの売上が増加

したものの、産業機械業界向、自動車搭載用圧力センサの売上が減少いたしました。また、前年同中間期において

好調であった半導体業界向の売上が減少いたしました。米国子会社においては、圧力計事業と同様に、産業機械業

界向の売上が増加いたしました。

　この結果、圧力センサ事業の売上高は111億６百万円（前年同中間期比5.7％減）となり、営業利益は24億18百万

円（前年同中間期比1.3％増）となりました。

計測制御機器事業

　計測制御機器事業では、医療器械の売上が増加したものの、生産自動化用の空気圧機器の売上が減少いたしまし

た。また、自動車・電子部品関連業界向のエアリークテスターの売上は、第１四半期時点からの回復がみられるも

のの、低調に推移いたしました。費用面においては、金属材料及び電力等の価格高騰による影響を受けました。

　この結果、計測制御機器事業の売上高は18億49百万円（前年同中間期比1.2％減）となり、営業損失19百万円

（前年同中間期比は１億32百万円の営業利益）を計上いたしました。

ダイカスト事業
　ダイカスト事業では、自動車業界を主要取引先としているダイカスト製品の売上が減少し、費用面においては、
第１四半期時点から影響は軽減しているものの、金属材料及び電力料等の価格高騰による影響を受けました。
　この結果、ダイカスト事業の売上高は25億18百万円（前年同中間期比3.5％減）となり、営業損失１億３百万円
（前年同中間期は１億円の営業利益）を計上いたしました。

その他事業

　その他事業では、自動車用電装品の売上が減少いたしました。
　この結果、その他事業の売上高は９億94百万円（前年同中間期比1.7％減）となり、営業利益は53百万円（前年
同中間期比22.3％減）となりました。
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（２）財政状態に関する説明

　当中間連結会計期間末の総資産は761億67百万円となり、前連結会計年度末に比べ37億99百万円増加いたしまし

た。主な要因は、受取手形及び売掛金、棚卸資産及び投資有価証券が増加したことによります。

　負債は323億50百万円となり、前連結会計年度末に比べ５億64百万円増加いたしました。主な要因は、短期借入

金が増加したことによります。

　また、純資産は438億17百万円となり、前連結会計年度末に比べ32億34百万円増加いたしました。主な要因は、

利益増加により利益剰余金が25億38百万円、為替換算調整勘定が５億63百万円増加したことによります。

　この結果、自己資本比率は前連結会計年度末から1.6ポイント増加し、56.5％となりました。

　キャッシュ・フローの状況

　当中間連結会計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、76億23百万円となり、前連結会計

年度末に比べ３億34百万円の増加となりました。

　各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果、得られた資金は17億58百万円（前年同中間期は20億11百万円の収入）となりました。

　資金増加の要因は、税金等調整前中間純利益42億92百万円により資金が増加したことによるものであり、資金減

少の要因として法人税等の支払額14億39百万円、売上債権の増加額６億69百万円及び棚卸資産の増加額５億80百万

円によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果、使用した資金は６億17百万円（前年同中間期は４億34百万円の支出）となりました。

　これは主に、資金の増加の要因として定期預金の払戻による収入４億４百万円により資金が増加したことによる

ものであり、資金減少の要因として生産設備等の有形固定資産の取得による支出11億22百万円があったことによる

ものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果、使用した資金は10億81百万円（前年同中間期は15億23百万円の支出）となりました。

　これは主に、資金減少の要因として長期借入金の返済による支出４億79百万円及び配当金の支払額４億33百万円

があったことによるものです。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　当中間連結会計期間の業績は、産業機械業界向け、プロセス業界向け及び建設機械業界向けの売上が増加したこ

とに加え、為替レートが円安に推移したことによる海外子会社の円換算額の増加等の影響もあり、業績予想を上回

る結果となりました。

　しかし足許では、半導体業界向けの需要が在庫調整局面を迎えており、下期に見込んでいた半導体市場の回復が

来期にずれこむ可能性もあり、また、為替レートが円高に進むことが予測されることから、通期連結業績予想につ

きましては、2024年５月10日に「2024年３月期決算短信」で公表した予想値を据え置きます。

　なお、経済環境は依然として先行きが不透明な状態であるため、実際の業績等は様々な要因により異なる可能性

があります。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当中間連結会計期間
(2024年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 7,856,930 8,000,915

受取手形、売掛金及び契約資産 10,395,571 11,741,903

電子記録債権 4,675,679 4,371,310

棚卸資産 16,983,795 18,264,234

その他 1,027,832 1,114,744

貸倒引当金 △184,605 △186,185

流動資産合計 40,755,202 43,306,923

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 2,496,525 2,540,203

機械装置及び運搬具（純額） 5,189,269 5,180,343

土地 4,717,988 4,938,344

リース資産（純額） 267,714 245,383

建設仮勘定 648,062 947,989

使用権資産（純額） 3,093,563 3,214,904

その他（純額） 438,771 445,969

有形固定資産合計 16,851,896 17,513,137

無形固定資産

のれん 9,750 4,875

リース資産 4,805 3,570

その他 743,907 734,576

無形固定資産合計 758,464 743,022

投資その他の資産

投資有価証券 12,313,558 12,768,751

退職給付に係る資産 779,692 905,631

繰延税金資産 249,048 248,615

その他 672,099 704,237

貸倒引当金 △11,447 △22,604

投資その他の資産合計 14,002,951 14,604,633

固定資産合計 31,613,311 32,860,793

資産合計 72,368,514 76,167,716

２．中間連結財務諸表及び主な注記

（１）中間連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当中間連結会計期間
(2024年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 5,549,266 5,621,440

短期借入金 7,805,695 8,448,202

１年内返済予定の長期借入金 947,568 1,037,525

リース債務 496,876 514,476

未払法人税等 1,387,947 1,298,372

賞与引当金 1,416,081 1,350,955

その他 3,305,480 3,140,023

流動負債合計 20,908,915 21,410,996

固定負債

長期借入金 2,505,282 2,258,400

リース債務 3,126,983 3,182,556

繰延税金負債 2,392,856 2,518,493

役員退職慰労引当金 112,202 93,769

退職給付に係る負債 2,578,564 2,721,896

株式給付引当金 30,031 39,199

資産除去債務 32,949 32,949

その他 98,217 92,243

固定負債合計 10,877,087 10,939,507

負債合計 31,786,003 32,350,503

純資産の部

株主資本

資本金 4,380,126 4,380,126

資本剰余金 4,507,173 4,549,083

利益剰余金 24,330,590 26,869,264

自己株式 △282,761 △325,096

株主資本合計 32,935,128 35,473,377

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 6,534,883 6,750,262

繰延ヘッジ損益 17,357 △45,305

為替換算調整勘定 69,143 632,650

退職給付に係る調整累計額 209,603 238,044

その他の包括利益累計額合計 6,830,988 7,575,652

非支配株主持分 816,393 768,183

純資産合計 40,582,510 43,817,213

負債純資産合計 72,368,514 76,167,716
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（単位：千円）

前中間連結会計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年９月30日)

売上高 34,367,941 35,631,060

売上原価 23,527,129 24,121,160

売上総利益 10,840,811 11,509,899

販売費及び一般管理費 7,100,252 7,515,479

営業利益 3,740,559 3,994,420

営業外収益

受取利息 23,478 62,378

受取配当金 186,854 112,019

為替差益 94,358 －

持分法による投資利益 108,464 65,958

その他 165,528 119,176

営業外収益合計 578,684 359,533

営業外費用

支払利息 225,735 294,873

為替差損 － 7,255

その他 54,588 41,780

営業外費用合計 280,324 343,909

経常利益 4,038,919 4,010,043

特別利益

固定資産売却益 17,489 2,203

ゴルフ会員権売却益 － 4,940

事業分離における移転利益 － 305,600

特別利益合計 17,489 312,743

特別損失

固定資産売却損 46 10,951

固定資産除却損 33,598 19,587

減損損失 270,136 －

関係会社株式売却損 6,565 －

特別損失合計 310,347 30,539

税金等調整前中間純利益 3,746,061 4,292,248

法人税、住民税及び事業税 1,291,023 1,327,809

法人税等調整額 △193,956 45,482

法人税等合計 1,097,066 1,373,291

中間純利益 2,648,994 2,918,956

非支配株主に帰属する中間純利益又は非支配株主に

帰属する中間純損失（△）
20,922 △42,205

親会社株主に帰属する中間純利益 2,628,072 2,961,161

（２）中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書

（中間連結損益計算書）
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（単位：千円）

前中間連結会計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年９月30日)

中間純利益 2,648,994 2,918,956

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 792,641 214,657

繰延ヘッジ損益 180,050 △62,662

為替換算調整勘定 566,285 494,822

退職給付に係る調整額 △21,161 28,440

持分法適用会社に対する持分相当額 51,282 68,684

その他の包括利益合計 1,569,097 743,942

中間包括利益 4,218,092 3,662,898

（内訳）

親会社株主に係る中間包括利益 4,196,611 3,705,825

非支配株主に係る中間包括利益 21,480 △42,926

（中間連結包括利益計算書）
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（単位：千円）

前中間連結会計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前中間純利益 3,746,061 4,292,248

減価償却費 849,531 981,219

減損損失 270,136 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） △167,486 △6,330

賞与引当金の増減額（△は減少） △71,782 △130,254

退職給付に係る資産の増減額（△は増加） 1,275 △125,939

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 54,267 29,612

受取利息及び受取配当金 △210,332 △174,398

支払利息 225,735 294,873

手形売却損 25,977 22,829

持分法による投資損益（△は益） △108,464 △65,958

事業分離における移転利益 － △305,600

売上債権の増減額（△は増加） △1,125,455 △669,000

棚卸資産の増減額（△は増加） △996,463 △580,454

仕入債務の増減額（△は減少） 198,006 72,153

前払費用の増減額（△は増加） △48,622 △297,208

未払消費税等の増減額（△は減少） 5,319 106,328

その他 213,139 △125,197

小計 2,860,842 3,318,921

利息及び配当金の受取額 232,458 197,345

利息及び手形売却に伴う支払額 △249,287 △318,240

法人税等の支払額 △832,811 △1,439,726

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,011,201 1,758,300

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △155,189 △213,879

定期預金の払戻による収入 792,813 404,612

有形固定資産の取得による支出 △1,051,112 △1,122,559

有形固定資産の売却による収入 20,397 25,318

投資有価証券の取得による支出 △6,967 △7,585

投資有価証券の売却による収入 7,200 －

事業分離における収入 － 305,600

その他 △41,975 △9,178

投資活動によるキャッシュ・フロー △434,833 △617,672

（３）中間連結キャッシュ・フロー計算書
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（単位：千円）

前中間連結会計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △408,323 54,824

長期借入金の返済による支出 △510,535 △479,722

自己株式の売却による収入 － 69,870

自己株式の取得による支出 △43 △70,295

配当金の支払額 △384,526 △433,386

非支配株主への配当金の支払額 △7,784 △7,708

その他 △212,014 △215,491

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,523,227 △1,081,909

現金及び現金同等物に係る換算差額 164,320 275,998

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 217,461 334,718

現金及び現金同等物の期首残高 6,338,070 7,288,676

現金及び現金同等物の中間期末残高 6,555,531 7,623,394
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（４）中間連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　　　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（単位：千円）

報告セグメント
その他

（注）1
合計

調整額

（注）2

中間連結

損益計算書

計上額

（注）3
圧力計

圧力

センサ

計測制御

機器

ダイ

カスト
計

売上高

(1）外部顧客に対

する売上高
17,097,413 11,777,852 1,871,704 2,609,455 33,356,426 1,011,514 34,367,941 － 34,367,941

(2）セグメント間

の内部売上高

又は振替高

1,184 5,509 2,429 － 9,123 188 9,311 △9,311 －

計 17,098,597 11,783,361 1,874,134 2,609,455 33,365,549 1,011,702 34,377,252 △9,311 34,367,941

セグメント利益 1,049,140 2,387,067 132,462 100,988 3,669,658 68,247 3,737,906 2,653 3,740,559

（単位：千円）

報告セグメント
その他

（注）1
合計

調整額

（注）2

中間連結

損益計算書

計上額

（注）3
圧力計

圧力

センサ

計測制御

機器

ダイ

カスト
計

売上高

(1）外部顧客に対

する売上高
19,162,701 11,106,109 1,849,526 2,518,240 34,636,578 994,482 35,631,060 － 35,631,060

(2）セグメント間

の内部売上高

又は振替高

346 11,029 1,624 － 13,000 91 13,091 △13,091 －

計 19,163,048 11,117,139 1,851,150 2,518,240 34,649,578 994,573 35,644,152 △13,091 35,631,060

セグメント利益

又は損失（△）
1,642,548 2,418,131 △19,361 △103,975 3,937,343 53,038 3,990,382 4,037 3,994,420

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】
Ⅰ　前中間連結会計期間（自 2023年４月１日 至 2023年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産賃貸事業及び自動車用電装
品事業を含んでおります。

２．セグメント利益の調整額2,653千円は、セグメント間取引消去の金額となります。
３. セグメント利益は、中間連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報
　圧力計事業セグメントにおいて、スイスの製造拠点をドイツへ移転するため固定資産の減損損失を計上しておりま
す。なお、当該減損損失の計上額は、当中間連結会計期間においては、270,136千円であります。

Ⅱ　当中間連結会計期間（自 2024年４月１日 至 2024年９月30日）
１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産賃貸事業及び自動車用電装
品事業を含んでおります。

２．セグメント利益又は損失（△）の調整額4,037千円は、セグメント間取引消去の金額となります。
３. セグメント利益又は損失（△）は、中間連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報
　該当事項はありません。
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